






























Survey on the Significance of Dance Outreach Activities















































































































1’15” 2 人組のワーク 
  ・目をつぶった友達をリードして移動させる 






































非常に満足 満足 普通 不満足 大変不満足
全体的な感想 7 7 0 0 0
講師の指導力 8 6 0 0 0



































































































































11  無回答 
12 
どんな子供にも愛情を持って接しているところ（しつこく迫ってくる子、ボーっとしている子な
ど） 
13 
子ども達に対し、上手に声かけをしてくれる。子どもたちの中で恥ずかしがっている子も最
後は輪の中に入って踊っていた。とても楽しそうな表情であった。 
14 子ども達をおおらかに受け入れてくださったところ 
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ダンス・アウトリーチ活動の意義に関する調査
得ないことを安易に推測することができる。また、「受け入れたい」と回答しているものの、
学校の規模から十分な場所の確保が難しいという意見も余白に記載されているなどからも、学
校にアーティストが出向くのか、児童・生徒が劇場に出向くのかという点には、多くの問題が
内在していることが示唆された。
５．まとめ
　本研究では、学校アウトリーチの意義や役割について明確にしていくための段階的調査とし
て、豊橋市の事例を調査対象とし、アンケートから現場の声を聞き取った。
　文献研究からは、ダンスにおいて「アウトリーチ」というものが体験型の「ワークショップ」
に留まっており、名称が異なるが内容に関しては「アウトリーチ」ならではの特徴を見出すま
でに至っていないことが明らかになった。また、ダンス・ワークショップについての先行研究
はいくつかみられることから、「体験すること」「鑑賞すること」双方の良さを組み合わせた内
容の提供なども考えていくべき課題であることが推察された。
　アンケート調査からは、活動の中で子どもたちの変容を見ることができていることが明らか
となった。本活動は90分という長時間の活動であったことから、前半・後半での変化もより見
えやすかったと考えられる。しかしながら、実際に学校アウトリーチで行っている場合を想定
すると、45分から50分の授業時間内に完結せねばならず、短時間での変容を見ることは難しい
のではないかということが推察された。
　また、参加した教員のほぼ全員が活動に関して満足していることが明らかとなった。更にそ
の満足の理由としては、「講師の対応の仕方・講習の方法」「内容自体について」「子どもたち
の様子」の３つを抽出することができた。ここから、アウトリーチとして講師主導の下、子ど
も達と一緒に楽しんだり、体験することは、教員の学びにもつながっているのではないかとい
うことが推察された。
　本調査は、予備調査的に行ったが、実際の教員がアウトリーチという学外事業にどのような
印象を持っているのかということを少なからず垣間見ることができた。「アウトリーチ活動が
育ちつつある現在であるからこそ、本当に文化政策の目標達成に資するよう、その具体的課題
を検討しておく必要がある（河島　2009，p.82）」と述べられているように、現段階において
図４．ワークショップの受け入れに関する項目
n＝14
– 382 –
名古屋女子大学紀要　第65号（人文・社会編）
しばしば目的なく進められている場合があることも推察に易い。ダンスに関するワークショッ
プ等については、肯定的な側面を多く持っており、受講者の多くは日常では味わえない何かを
楽しむことができていると考える。であるからこそ今後、「教育」という側面からもこのアウ
トリーチという活動の意義を考えていく必要があると言えよう。
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